
意見・
感想

・路上駐車している車の反対側を児童が歩いている時に、その間を通過していく車がいて危険。

・低学年の子が仲良し同士で横並びになり、話をしながら歩いていた。注意散漫になり危険。

・高学年の子たちは、しっかり静かに前の人について歩けていた。

・リーダーが後方の様子をしっかり確認できていて、新1年生も列に遅れることなく歩けていた。

・車通りの多い横断歩道を渡るとき、自然と手をあげて横一列になり、素早く横断できて感心した。

・挨拶の声が小さいことが気になった。

・登校時は車も児童がいることが分かっていることが多いが、下校時は児童がいると認識されづらく
心配。

　　横断前の左右確認時注意が必要。

児童の様子

・挨拶がなかったり、声が小さい子もいた。

・リーダーが何度か振り返り確認してくれたおかげで、新1年生も遅れることなく行く事ができた。

・静かに１列に並んでスムーズに行く事ができた。

・低学年の私語が見られ、横に並んで歩いてしまうことがあった。

・集合時間に遅れることなく、集合できた。

新都田３丁目　集団登校について

危険箇所

 (1)カインズから直進してくる車が左右の車を気にして、横断歩道を渡る児童に気づかないこと

　　があり危険。停止線を越えて一時停止する車もいるので注意が必要。

 (2)(3)歩道のない道でスピードを出している車がいる。接触の危険あり。

 (4)信号のない横断歩道で、交通量が多くスピードを出してくる車も多いため注意が必要。

（5）カーブミラーがあるが児童が死角に入り、角の家の児童が自宅から出るときが危険。

（6)一時停止の横断歩道だが、建物や植木で車が来ているのが見にくい。
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